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中学校社会科における生徒の学びの意義を高める手立て 

－教材を自分事として捉え,見方・考え方を自覚させる,リモート小集団授業実践－ 

内山 和紀 

（静岡大学教育学部附属島田中学校） 

 

Measures to enhance the significance of student learning in junior high school 

social studies 

Remote small group lesson practice that regards teaching materials as one's own affairs and makes 

them aware of their perspectives and ways of thinking 

Uchiyama Kazuki 

 

要旨 

 中学校社会科を学ぶ生徒たちは、社会科を学ぶ意義をどのように捉えているのだろうか。主体的に社会に参加

できる資質・能力の高まりを目指し、世界の諸地域アジア州の単元において、教材を自分事に感じさせること、

見方・考え方を生徒に自覚させることの手立てについてまとめた。また、附属中学校と地域の公立中学校で合同

のリモート小集団授業を実践し、なぜ社会科を学ぶのか、生徒たちの意識の変容を考察した。 

 

キーワード： 主体的 世界の諸地域 アジア州 見方・考え方 自分事 ＩＣＴ リモート授業 

 

 １ はじめに（研究の背景と目的） 

 

（図１）教科テーマのイメージ図 

 

本校では、「主体的に社会に参加できる資質・能力

の高まり」という教科テーマに基づき、実践研究に取

り組んでいる。（図１）キー・コンピテンシーの育成

理念をベースに、現在または将来のより良い社会を協

働的に構想することを通して、主体的に既存の社会に

より良く参加できるという自信や誇りなどの、内面的

な態度を養いたいという思いを込めている。また、図

１中の「社会へのアプローチ」を、教室を越えて、考

察や構想の成果を机上の空論で終わらせず、理念を

もって行動に結びつけ具現化することと定め、各単元

におけるその方略を模索している。 

 

社会に参加できる資質・能力および態度を下記Ⅰ～

Ⅲのようにまとめた。 

 

Ⅰ 社会を身近な自分事として捉え、現実（リアル

な）社会（生活）に対する考えと行動を示す態度 

Ⅱ 社会を考察・構想するための見方・考え方を自

覚した上で育まれる、確かな多面的・多角的な思

考力・判断力・表現力（能力） 

Ⅲ 自己の学習を調整しながらも、他者との関わり

を尊重できる協調性（資質） 

 

Ⅲの自己調整を促すような手立てとして、①学習の

評価、②学習のための評価、③学習者としての評価な

どの段階的な評価の視点を取り入れ、③については生

徒たち自らが目標を設定し、ルーブリックによる評価

基準を設定するなどの試みを行っている。 

こうした本テーマに迫るための実践における手立て

として、ア・イの２つの柱を設定した。 

 

ア－教材を自分事に感じさせて（背景と目的） 

本テーマに迫るための授業を日々行う中で、生徒か

ら「なぜ社会科を学ぶのか」という声が聞かれた。単

元を貫くパフォーマンス課題を設定し、現在や将来に

おける仮想的な立場を与えて追究させようとするが、

ある生徒から「なんでパフォーマンスしなきゃいけな

いの」というストレートな疑問を投げかけられたとき

に、返答に困ってしまった。パフォーマンス課題は、

ペーパーテストでは測り難い思考力や判断力といった

スキルを評価する上で重要であり、パフォーマンスの

教育実践報告 
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積み重ねは、将来生徒たちに必要な資質・能力の育成

につながると考えられている。しかし、生徒の立場か

らすれば、現在も将来もジャーナリストや省庁の役人

になるわけではないし、「結局自分とは関係ないでき

ごと」として、単元課題を認識しているように思う。

いかに中学校社会科における教材を、リアルな社会、

生徒の生活に即した「自分事」として認識できるか否

かが、本教科テーマに迫る「主体的に社会に参加でき

る」かの明暗を分けると考えている。 

 

イ－見方・考え方を自覚させて（背景と目的） 

学習への意欲が比較的高い本校の生徒であっても、

「ペーパーテストでいかに点を取るか」が一番の関心

どころであり、社会は暗記科目だという意識が、生徒

たちに根強くある。技能教科の創作にはない、理科の

実験や英語のプレゼンにはない、社会科の協働的な追

究でしか得ることができない「追究してよかった」

「面白い」という肯定的な感情を引き出したいと願っ

ている。そのためには、「社会科の授業なら、知識以

外にこれが学べる」というのを生徒が理解しているの

が望ましいと考えた。理解させるためには、社会科に

おける見方・考え方を指導者が理解しているにとどめ

ず、授業を通して生徒も涵養的にそうしたスキルを知

識として把握していくことが必要だと考えた。その方

が授業終に、地理や歴史の用語を習ったというよりも、

社会をどう学べばよいか、課題をどのように解決した

か、どのように社会を構想したか、どのように社会へ

アプローチできるか、などのより発展的で「多面的・

多角的な」思考を肯定的に生徒が捉えられるはずであ

る。学びのプロセスを振り返り、どんな見方・考え方

を学んだのか、生徒が自覚できる授業展開を試みてい

く。 

このような教科テーマに基づき、令和２年度に地理

的分野、世界の諸地域アジア州にて単元を構想し、公

開授業実践を行った。令和３年度はそのアジア州の本

校実践をモデルにして、２名の研究協力員の先生方に

検証授業をしていただいた。公立中学校の生徒の実態

に合わせてリメイクしていただいた上で、リモート小

集団追究授業と称して、これまでのアジア州の学習内

容を共有し、選択・判断できる構想場面を設け、協働

的に課題解決に取り組むことができた。教室をこえた

学びの成果の相互評価が行われることで、生徒の社会

科教材への意識の変容、社会科を学ぶ意義の変容など

をアンケートによって見取ることにした。 

 

２ 本研究で扱った単元「世界の諸地域 アジア州」

について 

アジア州は世界の諸地域を学習する上で、日本との

地理的な近さが起因となり、最初に扱われることが多

い小項目である。世界の諸地域における地理的事象や

地球的課題を「自分事」として捉える学習観を生徒に

養うための、足がかりとなる小項目だと考えられる。

アジア州には急速な都市化にともなう格差や公害、急

速な人口増加にともなう食料やエネルギー資源の確保

に関する課題などの地球的課題が見られる。これらの

要因や影響を、グローバル化が進む国際社会を視野に、

身近な事象「自分事」として生徒に捉えさせ、必要感

のある持続可能な社会についての主体的で深い構想を

させたいと考えた。 
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３ 実践報告Ⅰ ア－教材を自分事に感じさせて 

（１）GoogleClassroom を活用した身近な製品の調査 

 本校では、生徒一人ひとりに Google アカウントを

配布しており、学級教科毎に Classroom を作成し授業

で活用している。本実践の第１時における「身近な製

品の調査」では、生徒に事前課題として身近な製品を

撮影し、Classroom のストリームに投稿してもらった。

普段生徒が愛用している身近な物や家電、台所用品な

ど、さまざまな製品のタグから製造国を割り出し、小

集団で分析的な追究を行った。小集団で追究していく

中で、自分の製品について話題になった生徒は、授業

後の振り返り記述において、単元課題のアジア経済に

対する疑問や探求意欲を自らもった生徒が多くみられ

た。「自分事」と「単元（教材）」が導入において結

びついたように考える。また、授業後も MadeIn アジ

アの製品について主体的に調査し、ストリームに投稿

する生徒もいた。自らの調査、学習成果を授業外にお

いても仲間に見てもらえる環境が、探求意欲に結びつ

いている生徒もいると考える。 

 

（図２）ＧoogleＣｌａｓｓｒｏｏｍを活用した身近な製品の

調査 ストリームに投稿された画像 

 

（２）ポートフォリオの振り返り記述の工夫 

 生徒のメタ認知を促し、教師がアセスメント評価

（学習のための評価）を与えやすくなるよう、ポート

フォリオを活用した。図はポートフォリオの第１時と

第８時の生徒の振り返り記述である。あえて生徒が自

ら調査した製品をメインに記述させ、少しでも生徒の

「生活」場面と本実践での学びが結びつくことを狙い

とした。例の生徒に関しては、８時間の授業を通して、

同じ場面においても多面的・多角的な思考が身につい

ていると資質・能力の変容を評価できる。また、「生

活」場面から始まる一枚のポートフォリオ構成である

ことで、アジア州に見られる地球的課題をも「自分

事」として捉えるような記述や、自ら問いをもつ記述

が多く見られた。 

 

 

（図３）生徒Ａの第１時のポートフォリオ振り返り記述 

 

（図４）生徒Ａの第８時のポートフォリオ振り返り記述 

 

（表１）第１時と第８時のポートフォリオ振り返り記述 

＜上段は第１時、下段は第８時＞ 

（Made in）タイの冷蔵庫 

日本とタイの間を往復すると遠くてお金がかかるの

に、なぜわざわざタイなのか。差別的になってしま

うが、タイの人がこういったものをつくることがで

きたということを不思議に思った。 

私たちがアジア製のものを購入することで、企業が

需要に応じて供給を行い、資源の減少、水質汚染や

大気汚染などの公害が進み、さらに貧富の差が大き

くなっているかもしれない。 

（Made in）マレーシアの上着 

アジア製品が多いなかで、服はマレーシアやベトナ

ムが多かったから、つくるものによって生産国が分

かれているのか疑問に思う。 

アジア製品が多い理由が分かった気がする。それぞ

れの国の地域性がいかされ、つくられていることも

わかった。でも、解決できていないことや大変な人

がいるということも忘れずに使いたい。 

（Made in）フィリピンの水筒 

ほとんどの企業がつくっている国を固定しているの

はなぜだろう。 

この水筒をつくるために誰が苦労しているのか、ど

んな環境でつくっているのか。いろんなことを考え

て、もっと理解できるようになりたい。 

 

（３）地球的課題の重点化 

地球的課題とは、地球上の各地で現れる普遍的な課

題であり、グローバル化する国際社会において、人類

全体で取り組まなければならない課題、例えば、持続

可能な開発目標（SDGs）などに示された課題のうちか

ら、生徒が地理的な事象として捉えやすい地球環境問

題や資源・エネルギー問題、人口・食料問題、居住・

都市問題などに関わる課題を取り上げることを意味し
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ている。本実践では生徒に地球的課題の概念を、表２

のように捉えさせたいと考えた。 

 

（表２）段階別地球的課題の概念例 

段階 地球的課題の概念（生徒の言葉で表記） 

１ 

（私にとって）地球的課題とは、その地域に

特に見ることのできる、地球上に存在する課

題だ。 

２ 

（私にとって）地球的課題とは、その地域に

特に見ることのできる、地球上に存在する課

題だ。持続可能な社会をめざすために何が必

要だろう。 

３ 

（私にとって）地球的課題とは、その地域に

特に見ることのできる、地球上に存在する課

題で、自分の生活や将来とも関わりがある。

持続可能な社会をめざすために、私に何がで

きるだろう。 

 

段階３のような概念を形成するための一つの方法と

して、地球的課題に関する追究を敢えて単元の後半に

もっていくように単元計画を作成した。（図５） 

 

（図５）単元課題設定シナリオ例 

 

地球的課題に関する単元課題を設定し、課題解決型

として追究をすすめていく単元のシナリオⅡについて、

以下のような欠点を招く恐れがあると考える。 

①生徒の単元への学習意欲の低下 

②その地域に対する偏りのある概念形成 

第一に、生徒の単元へのモチベーションだ。「遠く

離れた地域に課題がある。」と言われても、どんなに

導入で生徒の心を動かす教材資料を用意したとしても、

それを生徒のリアルな生活に近づけることは難しいと

感じる。第二に、その地域の、例えばアジア州が「地

球的課題しかない。」という一面的で、偏見的な概念

をつくりだしてしまう恐れがあると考えたためである。

単元課題について追究していく中で、その地域の地理

的特色と地球的課題の双方をバランス良く学習し、概

念形成を図ることが望ましいが、どちらか一方に偏る

ことも経験上少なくない。 

そこで、本実践ではシナリオⅢのように、直接的に

は地球的課題の考察をせず、単元の終末で地球的課題

を扱うという単元の流れを実践した。さまざまな地域

的特色を知識として獲得した後であれば、より一層地

球的課題が生徒たちの中で重点化され、アジア州を例

にするならば、「自分事（私）」「経済発展」「地球

的課題」の３つのつながりに気付くことができると考

えた。（図６） 

 

（図６）単元構想イメージ図 

 

「2030 年までに、アジアの中でどの地域がさらな

る経済発展を遂げるのか」という課題に対して、生徒

たちはアジアの経済発展を続けている要因や強みを追

究した。同時に、各地域に見られる地球的課題に関す

る事象も経済のマイナス要因として挙げられたが、そ

こには持続可能な開発につながる構想や自分事として

の関連付けは見られない。本実践の第７時に「本当に

そうか」と考えを揺さぶり、二次構想的に地球的課題

を学習課題に設定することで、「良く知らない地域の

地球的課題を追究する」ことから「学んだ地域の地球

的課題を追究する」状態へ変化させることができた。 

 

４ 実践報告Ⅱ イ－見方・考え方を自覚させて 

本実践の第２時において「2030 年までにアジアの

中でどの地域がさらなる経済発展を遂げることができ

るのか」小集団で予想を立てる授業を行った。東アジ

ア、東南アジア、南アジア、西・中央アジアの中で１

位～４位のランキングを立て、より正確に判断するた

めに学ぶ必要がある Item（項目）を、付箋に単語ま

たはタイトルで記入し、全体で共有した。その際、生

徒から挙げられた Item を「地域性 Item」と「経済産

業 Item」の定義を紹介し、教師主導で分類した。

（表３） 

（表３）地域性 Itemと経済産業 Itemの定義 

＜地域性 Item＞ 

単元課題を判断するために、一見、直接は結び付

かなそうな地域に関する見方（視点） 

【例】人口、自然環境、位置、教育、治安 など 

＜経済産業 Item＞ 

単元課題を判断するために、直接結びつくと考え

られる経済産業に関する見方（視点） 

【例】農工業、ＩＴ産業、ＧＤＰ、貿易 など 
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 生徒が追究する中で、「この Item は地域性か経済

産業か」という疑問が生じていたが、Item の性質の

判断は曖昧でも良く、大切なのは「経済について考

察・構想する時に、経済に関することはもちろんだが、 

経済とは一見関わりが無さそうなことも追究してみる

と、その地域への理解が深まり、新しい発見がある」

という助言を加えている。図７は、第２時の授業内で

生徒から挙げられた Item の一覧である。 

 

（図７）一学級において挙げられた Itemの一覧 

生徒たちはこれら Item を本単元の追究する過程で

活用した。 

第３・４時におけるジグソー型の個人追究において

は、生徒が興味をもった Item について教科書や資料

集、図書教材やインターネットを活用し調査、考察を

行わせた。そうすることによって、例えば東アジアの

「人口構成」と「労働力」について主に調査した生徒

がいれば、同じ東アジアであっても「自然環境」と

「資源」などについて調査した生徒がいるなど、多岐

にわたる、オリジナリティある調査、考察が行われた。

（図８）また、第６時に経済発展予想の最終結論を導

くための討論を行った際にも、各地域の特色が Item

によって強調されたり、Item の比較や関連付けを通

して各地域のクリティカル的な思考が生まれたりする

など、生徒の多面的な思考・判断を促すことができた。 

（図９・図 10） 

 

左：（図８）Itemを活用した調査、考察 

右：（図９）Itemによって強調された地域の特色 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図 10）Itemの比較、関連付けによって深まる追究 

※解像度の都合上、横向き掲載 
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５ 実践報告Ⅲ 教室をこえたリモート小集団追究 

（１）リモート小集団授業について 

令和２年度の本実践、自分事にするための手立て、

見方・考え方の Item 化を踏まえて、令和３年度は研

究協力員である大石英明教諭（御前崎市立浜岡中学

校）と浦田智之教諭（島田市立金谷中学校）に検証授

業実践をしていただいた。本単元の第７時の授業まで

を各学校の生徒の実態に合わせて研究協力員の先生方

にリメイクしていただき、第８時にそれぞれの学級を

リモートで繋ぎ、同時刻に授業を行い、小集団追究を

行う試みを行った。 

Ａ－御前崎市立浜岡中学校の実践（令和３年 10 月７

日 第７時公開授業、10 月 14日リモート授業） 

 

（図 11）浜岡中学校第７時公開授業の様子 

 公開授業では、二次構想場面としての地球的課題の

シナリオプランニングをＩＣＴ（Google スライド）

によってまとめる授業を展開していただいた。これま

で学習してきた Item をスライド内に画像データとし

て貼り付けたり、移動したりできるように準備してい

ただいた。アジア州におけるの現状の地球的課題を表

す写真資料を大石教諭が提示すると、生徒からは大き

なリアクションがあり、「本当に東アジアが１位でい

いのかな」というつぶやきも見取ることができた。

「自分事」としてのつながりを見出す小集団は見られ

なかったが、１人１台タブレット端末を駆使して、協

働的に「経済発展」と「地球的課題」の因果関係をス

ライドにまとめていた。 

 

（図 12）学習の成果を伝えるためのワークシート 

 リモート小集団授業では、本校２名、浜岡中２名の

グループをマッチングさせ、最大４名の小集団を

GoogleMeet で繋ぎ、図 12 のワークシートを用いて学

びの成果を報告し合った。その後、「アジア州と私た

ちのつながりとは何か」という学習課題を小集団で考

察し、Google スライドにウェビングマップを作成さ

せた。残念ながら学習課題は時間の都合上作成しきれ

ずに終える小集団がほとんどであったが、最後の全体

共有の場面では、浜岡中の代表生徒が「私とアジア州

のつながり」について考えをリモートで述べてくれた。 

 

Ｂ－島田市立金谷中学校の実践（令和３年 11 月 10 日 

第７時公開授業、11 月 18 日リモート授業） 

 

 

 

 

 

 

（図 13）金谷中学校第７時公開授業の様子 

 公開授業では、浜岡中学校の実践と同じく地球的課

題について Google スライドにまとめる授業を展開し

ていた。第３・４時に生徒一人ひとりが作成した個人

のスライドに追加する形で、「地球的課題」と「ＳＤ

Ｇｓ」について調査、考察を小集団ごとに行っていた。

金谷中では教科外に特別活動等でＳＤＧｓについて触

れており、ＳＤＧｓを入り口にすることで地球的課題

への調査、考察が進んでいた。 

 

（図 14）金谷中学校とのリモート授業の様子 

 

（図 15）アジア州の学びからＳＤＧｓを選択・判断する 

ためのワークシート 
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 リモート小集団授業では、浜岡中と同様に自己紹介

を含めて学習の成果を伝え合った後に、「アジアに最

も必要なＳＤＧｓは何か」という学習課題を立てて追

究した。ＳＤＧｓから１つを選択した理由を見てみる

と、アジアに見られる地球的課題の共通点を見出し、

「１貧困をなくそう」「２飢餓をゼロに」を選択・判

断した小集団が多くみられた。「７エネルギーをみん

なに そしてクリーンに」や「９産業と技術革新の基

盤をつくろう」も見られ、獲得したアジア州の概念を

表しながらリモートの画面越しに説明し合っていた。 

 振り返りには以下のような内容が多くの生徒に書か

れていた。 

＜分かったこと＞ 

・ＳＤＧｓで挙げられている目標は、それが達成で

きていない国でしか活動することができず、大企業

でしかやれないと思っていたけれど、自分たちの食

べ残しや汚水の流出など、一人ひとりが意識をもっ

て行動していけば、その連鎖ですべての目標が達成

できると思う。 

＜先生へ＞ 

・リモートで他の学校と関わって話し合う機会は、

同じ大きな目標をもっている気がして良いと思いま

した。またやってください。 

 

（２）事前、事後アンケートより 

 本実践をおこなった浜岡中学校と金谷中学校の生徒

に単元を始める前と、単元を終えた後にアンケートと

して図 16・17 を記入してもらった。 

 

（図 16）本実践開始前のアンケート（１回目） 

 

（図 17）本実践開始後のアンケート（２回目） 

 項目１～３はどちらも同じ内容であり、項目４につ

いては２回目を「リモート授業をやって良かったと思

うこと」に変更して記入してもらった。プラスの側面

に限定して尋ねたのは、リモート接続時の不具合では

なくリモート小集団授業の成果を見取りたかったため

である。２回のアンケートで大きな変容が見られた３

名の生徒をまとめる。 

[生徒Ａ] 

（１回目） 

１ ３ 

地理を学習する時、知識

を得て、楽しいわけでも

ないし、損するわけでも

ないから。好きでも嫌い

でもないのでふつう。 

 

２ ア 

学習しても将来地理の知

識を必要とすることはあ

まりないと思うから。未

来ではなく、今役立てる

テストのために学習す

る。 

３ 

アジア州は大きな地域だ

と思う。けど、あまり

知っていることがない。 

（２回目） 

１ ４ 

自分の住んでいる世界が

どんなものだったか、ど

うなるのかなど状況が知

れたり、これからのこと

で重要なことが学べたり

するから。 

２ エ 

世の中の状況は、自分に

影響するものが多いと思

う。だから、自分のた

め、世のためになること

を知る必要があると思っ

たから。 

３ 

私が住んでいるアジア州

は「良さ」も「悪さ」も

ある。これから私たちが
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４ 

（記述なし） 

「良さを持続→より良

く」できるのか、「悪さ

を改善」できるのかは、

私たち次第！！ 

４ 

自分が思っていなかった

違う部分に注目している

附属中の方々の意見を聞

けて、考えがより深く

なった。 

 

[生徒Ｂ] 

（１回目） 

１ ５ 

地理は国々の特徴や良さ

など面白いことを知れる

し、今世界はどういう状

況なのか知ることができ

るから。 

２ イ 

将来にそういう仕事にも

し就いた時に、知識がな

いと自分が困ってしまう

から、役立つと思う。 

３ 

アジア州は日本側にあっ

て、中国やロシアなど有

名な国がたくさんある。

悪い意味になるかもしれ

ないけど、ロシアや中国

と日本との領土問題が多

い。 

 

４ 

（記述なし） 

（２回目） 

１ ５ 

今回学んだアジア州もそ

うだったけど、色々な用

語とかが将来の自分に役

立つし、考える力がとて

も身につくから。 

２ エ 

なんで今こうなっている

のか？など、後々になっ

て分かってくることがた

くさんあるから。 

３ 

私にとってアジア州と

は、人々の助け合いなど

が多くて、製品を輸出し

ているのがとても多いで

す。ただ中には、差別や

格差などの問題があっ

て、困っている人もたく

さんいます。 

４ 

知らないはじめての人と

発表したり考えたりした

ため、話せないのはまず

いと思って気合が入っ

た。 

 

[生徒Ｃ] 

（１回目） 

１ ４ 

地理をやっている時に新

しい言葉などを覚えると

楽しいから。 

 

 

 

（２回目） 

１ ５ 

地理を勉強していくにつ

れ世界のことが詳しく知

れてよかった。自分たち

ができることを見つけら

れたりする。 

 

２ キ（楽しいから） 

点数を取るのはもちろん

大事だと思うけど、楽し

いと思わないと勉強も進

まない。 

 

 

 

３ 

暑いところや寒いところ

があっていいと思う。 

 

 

 

４ 

（記述なし） 

２ エ 

僕は前まで世の中のこと

を知らなくて、悪い所が

あっても身の回りにある

ということを全然意識し

ていなかった。今は、自

分ができることをしてい

こうと考える。 

３ 

僕はアジア州のおかげで

便利な物などが気軽に買

えていいなと思うし、ア

ジア州の人々に尊敬しま

す。 

４ 

僕はリモート授業をやっ

ていろんなことを知れて

良かったと思うし、こう

いう機会を得られたのは

良い経験だと思う。 

 

 すべての生徒ではないが、本実践を通して自分なり

に社会科を学ぶ意義を見つめ直し、主体的に社会に参

加しようという思いをもつ生徒がいたようだ。 

 また、浜岡中のアンケートから次のようなデータが

収集できた。 

 

２「なぜ、授業を通して社会科の地理を学ぶのでしょう

か。」（１回目） 

 

２「なぜ、授業を通して社会科の地理を学ぶのでしょう

か。」（２回目） 
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 明らかに「イ 地理で学べる地形名や用語の知識が

将来役立つため」を選んだ生徒が 11 人から 3 人に減

少している。２回目のアンケートの「無回答・複数回

答等」の内訳は、無回答１人、複数に〇をつけてし

まった生徒４人であり、生徒たちの考えをどう検証す

るか難しいところだが、少なくとも生徒たちにとって

は本検証授業、リモート授業実践は、社会科を学ぶ意

義について生徒たちが考えるきっかけとなる内容だっ

たのではと推察する。社会科が、言葉を暗記するだけ

の教科ではないことを僅かでも感じてもらえたら幸い

であり、本実践に取り組んでいただいた研究協力員の

先生方には頭が下がる思いだ。 

 

６ おわりに 

 中学校社会における学びの意義を高める手立てとし

て、教材そのものの魅力を高めることも重要である。

しかし、魅力ある社会科の教材で「何を構想したか」

「どう構想したか」「何ができるようになったか」

「どうアプローチしていくか」といったことが生徒の

学びの意義を高める上では必要であると改めて感じた。

本実践では、アジア州という教材を自分事に感じさせ

るために、ＩＣＴの活用、ポートフォリオや単元計画

作成の工夫をした。検証が不十分であるが、振り返り

の記述には「僕、私」という言葉が多く見られ、生徒

にはこれからも社会とのつながりを感じながら学んで

いってほしいと思う。また、見方・考え方の視覚化と

しての「Item」という表現は、生徒たちに浸透しつつ

ある。「これとこれの Item を見ると、こう考えられ

るのではないか」というような、多面的・多角的な思

考の整理のために、一役買っているという感想を授業

者としてもっている。Item を使う度に、比較・統

合・関連付けといった考え方に通ずるスキルも身につ

いてきていると感じる。これも検証が不十分だが、多

くの先生方と実践を通してこれからもデータを集めら

れたらと思う。 

最期に、リモート小集団追究についてだが、やはり

まだタブレット端末の操作や設定、接続などの環境面

での課題が多く見られた。50 分という授業時間の中

で、思うような追究を生徒にさせてあげられなかった

ことが悔やまれるが、生徒たちの反応は、満場一致で

「またやりたい」という前向きなもので、かえってこ

ちらが驚かされた。机上の空論で終わらせないアプ

ローチの方略を、これからも探っていきたい。 
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